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 目的
・アートを通した「体験」の提供や市民の芸術文化活動の支

援により、新たな文化の創造とまちの賑わいの創出を図る。

・観光資源として質の高い施設運営を行い、広く国内外から

の集客を図ることで、地域経済を豊かにする。

十和田市現代美術館の活用について

 手段
・企画展の充実により、アートを活用したまちづくりプロジェクト

「アーツ・トワダ」の取組を推進する。

「官庁街通り」全体を美術館と見立て、現代美術館、アート作品、アート
プログラムの３つの要素からなるまちづくりのためのプロジェクト。



現代美術館開館10周年事業
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 事業内容
十和田市現代美術館の開館10周年を記念し、各種記念事業を実施することで
あらためて市民や国内外への美術館の認知度向上及び誘客を図った。

①西沢立衛講演会
現代美術館を設計した建築家、西沢立衛氏の記念講演

会を開催し、「街に開かれた美術館」というコンセプトをあらた
めて市内外にアピールするとともに、これまでの10年を振り返り
ながら、未来に向けた｢アートによるまちづくり｣について、市民
と共有した。

開催日：平成30年４月28日（土）

会 場：十和田市民文化センター（生涯学習ホール）

※アート広場も含めた「アーツ・トワダ」のグランドオープン10周年は2020年（令和２年度）

※

・事業実績
来場者数 196人

メディア掲載 東奥日報（4月29日掲載）

デーリー東北（5月2日掲載）
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②家族チケット
開館から10年が経過した現代美術館の魅力
をあらためて市民に知っていただき、アートによるま
ちづくりの促進につなげるため、現代美術館を無
料で観覧できる「家族チケット」を配布した。

内容：市内の全小学生に小学生と大人４名が

無料で美術館を観覧できる「家族チケット」

を夏休み前に配布

※チケットの有効期限は平成31年3月31日

・事業実績
利用者数 小学生 240人

大 人 449人
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企画展の開催

 事業内容
常設作品の展示のほか、年間を通じて企画展を開催することで、現代美術館へ
の集客を図るとともに、市民に対して現代美術に触れる機会を提供する。

①毛利悠子展
国内外で注目を集める新進アーティストである毛利悠子氏
の日常生活で目にするものを使い、電気や磁力、空気の動き
など普段は目に見えないエネルギーの存在を明るみに出すイン
スタレーション作品を展示する企画展を実施した。

会期：平成30年10月27日（土）

～平成31年３月24日（日）

・事業実績
企画展入場者数 14,594人

メディア掲載件数 150件
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企画展の開催

②スゥ・ドーホー展
常設展示作品「コーズ・アンド・エフェクト」の作者であり、
アジアを代表する世界的美術家であるスゥ・ドーホー氏の
代表的シリーズである、半透明の布を使った大型彫刻な
どを展示する企画展を実施した。

会期：平成30年６月２日（土）

～10月14日（日）

・事業実績
企画展入場者数 40,683人

メディア掲載件数 192件
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十和田市現代美術館 事業費実績

項 目 実績額
（千円）

内 容

作品・施設等修繕料 １７，９６７ 作品６点、トイレ、照明、芝生等

作品修繕調査設計業務委託料 ３，７２６ 作品修繕のための調査、設計

講演会開催業務委託料 １，４５２ 西沢立衛講演会開催経費

企画展開催業務委託料 ２６，２５７ スゥ・ドーホー展及び次年度企画展準備業務

用地整備工事 ３，７４８ アート広場外構整備工事

現代美術館指定管理料 ５３，８６２ 指定管理者ナンジョウアンドアソシエイツグループ

合 計 １０７，０１２

財源：電源立地地域対策事業基金繰入金 17,705千円
電源立地地域対策交付金 5,000千円
駐車場料金 3,519千円
一般財源 80,788千円
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成果指標及び達成状況

年 度 ＫＰＩ：入館者数

目標値 １４０，０００人

平成２７年度 １３６，３０６人

平成２８年度 １３１，５９２人

平成２９年度 １４５，２６３人

平成３０年度 １５２，４４６人

■参考（現代美術館来場者アンケート調査）
・県外客は70％
・10代が24％、20代が18％、30代が15％、40代が19％
・69％が女性
・市内で食事をとる人は85％ (うち美術館周辺は57％)


